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第 13 回総務企画専門委員会 議事録（概要） 

 
１ 日時 

   令和３年(2021 年)１月 20日（水） 15:00～15:50 

 
２ 場所 

   滋賀県危機管理センター１階 会議室１ 

 
３ 出席委員（五十音順、敬称略） 

猪飼 隆幸 委員、井上 善治 委員、太田 千惠子 委員、嘉悦 和子 委員、 

雲根 ひとみ 委員、権並 裕子 委員、竹橋 清隆 委員、田中 勇人 委員、 

田端 克行 委員、辻 睦弘 委員、橋爪 建治 委員長、廣瀬 年昭 委員、 

藤原 久美子 委員、村田 昌弥 委員、松永 敬子 委員（Web 出席） 

（委員定数 15 名中 15名出席） 

   その他事務局職員 

 
４ 会議概要 

【副委員長の選出】 

 ・委員の互選により廣瀬 年昭委員を副委員長に選出。 

 

【報告事項】 

 (1) 第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会の全体会期について 

【質疑】 

なし 

 

(2) 第79回国民スポーツ大会正式競技開催予定施設名の変更について 

【質疑】 

なし 

 

【審議事項】 

(1) 第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会開催準備総合計画改正（案） 

・案のとおり承認された。 

・軽易な字句修正がある場合は、委員長に一任する旨が承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 「ダンス、イメージソング決定」は、従来とおり今年度内の決定となっているが、１年

延期としなかった理由は。 

＜事務局＞ 

両大会の機運醸成に繋がる内容でもあり、今年度内の作成を予定している。 

＜委員＞ 

子どもも楽しめる内容だと思うので、早めに作成されることは良いことと思われる。 
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(2) 第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会開催基本構想改正（案） 

・案のとおり承認された。 

・軽易な字句修正がある場合は、委員長に一任する旨が承認された。 

【質疑】 

 なし 

 

(3) 第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会文化プログラム実施基本

方針改正（案）および実施基本計画（案） 

・案のとおり承認された。 

・軽易な字句修正がある場合は、委員長に一任する旨が承認された。 

【質疑】 

 なし 

 

(4) 第 79 回国民スポーツ大会正式競技開催予定施設変更（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

 なし 

 

 (5) 第 79 回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ実施競技選択および会場地 

市町第二次内定（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 百人一首競技かるたはスポーツなのか。また、ユニホックとはどのようなスポーツか。 

＜事務局＞ 

 デモンストレーションスポーツはレクリエーションでも実施可能であること、百人一首

競技かるたは三重国体においてデモンストレーションスポーツとして実施される予定であ

ることから、問題ないと判断した。 

ユニホックはプラスチック製のボールを使用したホッケーのような競技である。 

＜委員＞ 

 ユニホックはホッケーと同じ広さのコートを使用するのか。 

＜事務局＞ 

国スポのホッケー競技と同じ会場で、６人制ホッケー用の小さいコートを使用する。 

 

(6) 第 79回国民スポーツ大会競技施設基準改正（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 改正による具体的な影響はあるのか。 

＜事務局＞ 

 国スポスポーツクライミングの競技施設は仮設対応を予定しており、今回の改正により

大きく影響を受けるものではない。 
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＜委員＞ 

 選手への周知はいかがされるのか。 

＜事務局＞ 

 中央競技団体もしくは県競技団体から周知される。 

＜委員＞ 

 他競技でもこのような改正はありうるのか。 

＜事務局＞ 

 現時点では聞いていない。 

大きな改正がある場合は、事前に日本スポーツ協会から開催県側に意見照会があり、開

催県の同意を得ることとなっており、開催県側の意見を伝える機会はある。 

＜委員＞ 

 先催県が承諾し、本県が承諾しなかった場合はどうなるのか。 

＜事務局＞ 

 開催県の意見が一致したところで改正されるものと認識している。 

＜委員＞ 

 今後このような改正がありそうな場合は県や市町の所管課に情報提供いただきたい。 

 

(7) 第 24回全国障害者スポーツ大会開催予定施設変更（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

なし 

 

(8) その他 

＜委員＞ 

 オープン競技の実施競技選択の状況はどうか。 

＜事務局＞ 

 現在、知的障害者バドミントン、スポーツウエルネス吹矢、ゴールボールの３競技が内

定している。その他、応募のあった卓球バレーについて団体と協議を継続している。 

 

  その他、次回の予定等について説明。 


